
₅月3�日（土）
受付開始　8:45〜

シンポジウム③「ストレス・睡眠・疲労」
時間　 9:�5～��:�5

座長　 近藤　一博（日本疲労学会・理事・事務局長、東京慈恵会医科大学・ウイルス学講座）
六反　一仁（徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部ストレス制御医学）

Ｓ3-�　臨床ストレス応答学会概要 小胞体ストレスによる細胞疲弊
親泊　政一（徳島大学　疾患プロテオゲノム研究センター　生体機能分野）

Ｓ3-2　ストレス研究からみた病的疲労の評価
六反　一仁（徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部ストレス制御医学）

Ｓ3-3　睡眠のホメオスタシスとは？
勢井　宏義（徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部統合生理学分野）

Ｓ3-4　疲労のメカニズムの解明による疲労関連疾患の治療と予防
近藤　一博（日本疲労学会・理事・事務局長、東京慈恵会医科大学・ウイルス学講座）

特別講演
時間　 ��:�5～�2:�5

演題　「新たな機能性表示制度の展望：科学的根拠と国際比較を踏まえて」
座長　 渡辺　恭良（理化学研究所ライフサイエンス技術基盤研究センター、大阪市立大学健康科学

イノベーションセンター）
演者　 清水　俊雄（名古屋文理大学　健康生活学部教授）

ランチョンセミナー②（武田薬品工業株式会社）
時間　 �2:30～�3:30

座長　 北吉　正人（武田薬品工業株式会社ヘルスケアカンパニー　健康科学研究所）
演題　「ビタミン B�と疲労・慢性疲労」
演者　 渡辺　恭良（理化学研究所ライフサイエンス技術基盤研究センター、大阪市立大学大学院医

学研究科・システム神経科学、大阪市立大学健康科学イノベーションセンター）

総会
時間　 �3:30～�4:00

ポスタープレゼンテーション
時間　 �4:00～�5:00

Ｐ-� 　脳磁図を用いた疲労の脳科学研究
田中　雅彰（大阪市立大学大学院医学研究科システム神経科学）

Ｐ-2 　精神的疲労の評価に関わる神経メカニズムの脳磁図研究
石井　　聡（大阪市立大学大学院医学研究科システム神経科学）

Ｐ-3 　慢性疲労症候群における脳分子神経動態研究の進展
中富　康仁（理化学研究所ライフサイエンス技術基盤研究センター健康・病態科学研究チー



ム、大阪市立大学大学院医学研究科システム神経科学、大阪市立大学健康科学
イノベーションセンター）

Ｐ-4 　中枢神経炎症と疲労に関する動物モデル研究
片岡　洋祐（理化学研究所ライフサイエンス技術基盤研究センター細胞機能評価研究チー

ム）

Ｐ-5 　エネルギー代謝の低下に着目した疲労動物モデルの作製と評価
大和　正典（理化学研究所ライフサイエンス技術基盤研究センター細胞機能評価研究チー

ム）

Ｐ-6 　ケタミンの抗うつ作用メカニズムに側坐核と腹側淡蒼球のセロトニン�B レセプターが関与
する可能性
山中　　創（理化学研究所ライフサイエンス技術基盤研究センター生体機能評価研究チー

ム）

Ｐ-7 　持続的ストレスラット下垂体メラノトロフの細胞死は細胞内リサイクルシステムの破綻によ
り起こる
小川登紀子（大阪市大学大学院医学研究科システム神経科学）

Ｐ-8 　社会的ストレス期間の違いが polyI : C による sickness behavior に及ぼす影響の検討
千々岩武陽（九州大学大学院医学研究院心身医学）

Ｐ-9 　ラット複合ストレスモデルにみられる病的疼痛に関与する後根神経節ニューロンの解析
安井正佐也（名古屋大学大学院医学系研究科機能組織学　名古屋学芸大学健康・栄養研究所）

Ｐ-�0　健康科学領域における「クロスポリネーションの場」の構築
堀　　　洋（大阪市立大学健康科学イノベーションセンター、独立行政法人理化学研究所ラ

イフサイエンス技術基盤研究センター、 神戸大学連携創造本部）

Ｐ-��　健康科学イノベーションのための抗疲労介入研究
水野　　敬（理化学研究所ライフサイエンス技術基盤研究センター健康・病態科学研究チー

ム、大阪市立大学大学院医学研究科疲労医学講座、大阪市立大学健康科学イノ
ベーションセンター）

Ｐ-�2　香りを用いた抗疲労効果に関する検討
山野　恵美（大阪市立大学大学院医学研究科システム神経科学）

Ｐ-�3　メタボローム解析による慢性疲労症候群診断バイオマーカーの検討
山野　恵美（大阪市立大学大学院医学研究科システム神経科学）

Ｐ-�4　水浸疲労負荷モデル動物の肝臓における疲労代謝回路の活性化と組織炎症
久米　慧嗣（理化学研究所ライフサイエンス技術基盤研究センター細胞機能評価研究チー

ム）

Ｐ-�5　質量分析法による血漿中有機酸、アミノ酸の簡便な同時定量法開発
井原　詠子（株式会社住化分析センター）

Ｐ-�6　��C 標識フルスルチアミンを用いたビタミン B�体内動態解析法の開発
野崎　　聡（理化学研究所ライフサイエンス技術基盤研究センター）

Ｐ-�7　新開発マットレスパッドによる睡眠の質改善と疲労軽減効果



杉野　友啓（株式会社総合医科学研究所、大阪市立大学大学院医学研究科疲労医学講座）

Ｐ-�8　扇風機の風質の改善と、風ストレス・冷えおよび疲労との関係の検討
白市　幸茂（シャープ株式会社）

Ｐ-�9　妊娠後期の妊婦におけるリラックス・疲労回復に関する音楽聴取の効果
辻　　理恵（大阪市立大学大学院看護学研究科）

Ｐ-20　唾液中ヒトヘルペスウイルス量変化を利用した客観的疲労評価法による、生理的疲労と慢性
疲労症候群との鑑別
小林　伸行（東京慈恵会医科大学ウイルス学講座）

Ｐ-2�　疲労によるヒトヘルペスウイルス再活性化の分子メカニズムの解明
岡　　直美（東京慈恵会医科大学ウイルス学講座）

Ｐ-22　学校教職員に対する客観的疲労度評価（第₁報）
大川　尚子（関西福祉科学大学健康福祉学部）

Ｐ-23　多施設共同による本邦線維筋痛症の慢性疲労症候群合併および臨床的特徴の検討
松本美富士（（独）桑名市総合医療センター膠原病リウマチ内科）

Ｐ-24　職域集団における疲労とメタボリック症候群との関連について（中間解析結果より）
藤井比佐子（大阪市立大学大学院医学研究科）

Ｐ-27　慢性疲労症候群患者における起立試験時の自律神経機能について
山口　浩二（大阪市立大学大学院医学研究科システム神経科学、大阪市立大学大学院医学研

究科代謝内分泌病態内科学（第二内科））

Ｐ-28　筋痛性脳脊髄炎（慢性疲労症候群）患者の治療にデスモプレシン（合成抗利尿ホルモン製
剤）は有効か？
三羽　邦久（ミワ内科クリニック）

Ｐ-29　慢性疲労症候群と健常者の身体活動量とパフォーマンスステイタス
田中　邦彦（大阪市立大学大学院医学研究科）

Ｐ-30　₂年の通常の加療では効果なく胃食道逆流症（GERD）に準じた食事運動療法を自己管理で
始め奏功した₁例
松原　英俊（医仁会武田総合病院　総合診療科／康生会クリニック　FSS・慢性疲労外来）

Ｐ-3�　自閉症スペクトラム障害を合併する小児慢性疲労症候群における自律神経機能の検討
田島　世貴（兵庫県立リハビリテーション中央病院　子どもの睡眠と発達医療センター）

Ｐ-32　慢性疲労症候群に対するアイソメトリックヨーガの安全性と有用性：ランダム化比較試験
岡　　孝和（九州大学大学院医学研究院心身医学）

Ｐ-33　慢性疲労症候群のための認知行動療法プログラムの開発──導入タイミングの検討──
藤江里衣子（名古屋大学医学部附属病院総合診療科）

Ｐ-34　中学生の身体的疲労が認知能力・情動能力に及ぼす影響
齋藤　明子（兵庫教育大学大学院）

シンポジウム④「慢性疲労症候群と線維筋痛症」
時間　 �5:00～�7:00



座長　 松本美富士（（独）桑名市総合医療センター膠原病リウマチ内科）
倉恒　弘彦（関西福祉科学大学健康福祉学部、東京大学大学院農学生命科学研究科、大阪市

立大学医学部疲労クリニカルセンター）

Ｓ4-�/Ｐ-25　客観的な CFS 診断基準作成に向けて
福田　早苗（理化学研究所ライフサイエンス技術基盤研究センター）

Ｓ4-2/Ｐ-26　慢性疲労症候群患者における線維筋痛症の併存について
倉恒　弘彦（関西福祉科学大学健康福祉学部、東京大学大学院農学生命科学研究科、大阪市

立大学医学部疲労クリニカルセンター）

Ｓ4-3　線維筋痛症の動物モデルと薬物治療
植田　弘師（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科創薬薬理学）

Ｓ4-4　本邦における線維筋痛症研究の最近の進歩
松本美富士（（独）桑名市総合医療センター膠原病リウマチ内科）

閉会の辞
時間　 �7:00～


